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　大学院の課題で Marsha Norman による1983
年初演の芝居『’night, Mother』の照明をデザイ
ンしました。母Thelmaと30代後半から40代前半
の娘Jessieの二人芝居です。『’night』は“Good 
night”の短縮表現で、題名を日本語に訳すと『お
やすみ、お母さん』となります。舞台は芝居の設定
と同じ午後8時過ぎに開演し、 美術セットの中にあ
る壁に飾られている時計は実際の時刻を示しま
す。休憩なしの約90分は、JessieがThelmaに
「今夜、自殺するから」と言う場面から始まり、自殺
後の処理と家事の引き継ぎを行い「おやすみ、お
母さん」といって自分の部屋でピストル自殺をする
までを描いています。

　Thelmaの夫の死後またJessieの離婚後、親
子である二人は一つ屋根の下で生活していなが
らも心の繋がりを形成しておらず、Jessieの自殺
予告は母親であるThelmaに対して全く甘えのな
いことを証明しています。Jessieの告白は自殺を止
めて欲しいからではなく、Jessie自殺後のThelma
の生活から苦労と苦痛を取り除くために行ったこ
とと見受けられます。Thelmaは劇中の90分間で
まだ生きているJessieを前に不信、怒り、不安、自
暴自棄をぶちまけ、最終的にはJessieの自殺を受
け入れますが、もしJessieがThelmaに何も言わ
ず自殺を行った場合、それらの感情は行き場を失

いThelmaをより苦しめたでしょう。

　初めて戯曲を読んでからデザインしている間
ずっと、私はJessieの自殺に反対していると信じて
いました。しかし、最後に明かり作りをしているとき
に自身の照明デザインと距離を置き、自覚とは裏
腹にJessieの自殺を受け入れている自分に気が
つきました。私の明かりは、自殺のシーンであるク
ライマックスを取り立ててドラマティックに見せず、
彼女が望むように、銃声をまるで日常の一場面と
して仕上げています。「私は人生にギブアップした
のではない。自殺は私の問題を解決できる最終手
段なのだ。」そう言ったJessieの自殺は、人はいつ
でも病むし自殺は特別な人がするのではないと、
私を説得していました。

　舞台芸術における照明デザインを職業にすると
き、最大の葛藤はこの職業が衣食住に関わってい
ないことです。従って、何のために劇場へ向かい
電力を消費して照明を灯すのか、その行動に対
する意味が非常に曖昧で脆く、ただ「照明デザイ
ンが好きだから」という理由だけでは自分を納得さ
せることが不可能です。しかし『’night, Mother』
のような作品に出会うことによって自分とは違う他
者の視点を学ぶとき、この職業を選んだことに感
謝します。
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